



























































































































































B  それから、あなたがおいでになったら、なんでもよく教えてあげたい、見せてあげたいとは言っても、 
C  あいにく、今日は立派なアイヌは仕事のためとはいいながら、みんな出払ってしまったあとに来て、 



















A  出会い          （過去→現在） 
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B 教えてあげたい （過去→現在） 
C 出払う        （過去→現在） 
D 話聞かせる   （過去→現在） 
D´話聞かせる   （現在→未来） 
C´持って行く    （現在→未来） 
B´話をやめる     （現在→未来） 
A´別れ            （現在→未来） 
 
















A 今日は、4月 7日という日で、鍋沢タケという姉さんのところに 、B東京の先生、B´福田すず子という先生が泊
まっています。A´もう今日で 7 日、泊まっています。 
その場所に、私たちの村の若い女性たちが集まって、この、もっといろいろ声を出してやっている、動きながらま
わっているものを、見ている人もいるし、見ていない人もいるので、A ほんとうに皆楽しんでいます。そして聴い

















A  ほとんど仕事もしないで、私たちがこんな遊びばかり言ったりしたりするので 
B  ちょっとばかし腹が立っても、怒ることもできないで 
C  クスクス笑いながらでも 
D  私たちはこのようにしていましたが 
E  今日はもう、行くというので、私はおなかの中で泣いているけれど、うわべはまるで笑っているみたいにして、
私の心は悲しくてつぶれる思いです 
F  今行ったら、またいつになったら会える予定で 












 A と A´について見てみると、両方ともに、「毎日言いながら過ごした」様子が描かれている。B・B´は、「立腹」す
る対象は異なるが、「立腹」するという感情表現は共通している。また、C・C´は共に「笑い」という点で一致してい
る。 





今日は、4 月 7日という日で、鍋沢タケという姉さんのところに 、A東京の先生、福田すず子という先生が泊まっ
ています。もう今日で 7 日、泊まっています。 







A  東京の先生、福田すず子という先生 
B  私たちの村の若い女性たち 
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C  集まって 
D  声を出してやっている、動きながらまわっている 














A 今日は、4月 7日という日で、鍋沢タケという姉さんのところに 、B東京の先生、B´福田すず子という先生が泊
まっています。A´もう今日で 7 日、泊まっています。 
 
B の「東京の先生」と B´の「福田すず子という先生」を一瞥すると、いわゆる対句表現に見える。ところが、その両





笑いころげています。ある時は集まって B ヤイサマを歌い、B´ホリッパ をして，そんなことで A´私たちは楽し
んでいます。 
 
A  ほんとうに皆楽しんでいます 


























A  私はなにか物を知っている年寄りというわけでもないのですが 
B  どういうわけか若者たちや女の人たちが私を訪ねてきてくださるので 
C  私はそのことをたいへん嬉しく思いながらアイヌ語でおしゃべりをしています 
D  アイヌ語といいましても急にわかったものではなく 




























A  アイヌ語でも 
B  ウエペケレでも言う 
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